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１．概要（Summary） 

 歯科用金属の接着に先立ち，アルミナブラスト処理

は極めて重要な前処理のひとつである．この処理は汚

染物を機械的に除去し，接着面積を増大させる効果が

あるといわれている．しかしながら，その作用機序の

全貌について未だ明らかになっていない．本研究は，

レーザーマイクロスコープや SEM-EDX などの表面

分析法を用い，金銀パラジウム合金に対する接着前処

理であるアルミナブラスト処理の作用機序を明らか

にすることを目的とした． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  走査型電子顕微鏡 

【実験方法】 

 金銀パラジウム合金（キャストウェル M.C.12，ジ

ーシー）を直径 11 mmのディスク状に鋳造し，常温

重合レジンを用いてアクリルリングに包埋したもの

を試料とした．試料を耐水研磨紙#600 まで研磨後，

蒸留水中にて 5分間超音波洗浄を行った．被着面処理

として平均粒径 50 μmのアルミナ（A-220, 秋山産業）

を用い，技工用サンドブラスター（JET BLAST II, モ

リタ）にて処理時間 20秒，距離 10 mm，噴射圧 0.6 

MPa でブラスト処理を行った．処理した試料表面の

表面粗さと表面積をレーザー顕微鏡で測定した．また， 

XPSを用いて合金表面の化学状態を分析した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 レーザー顕微鏡による測定によりアルミナブラス

ト処理した金銀パラジウム合金は，無処理の試料と比

較して，表面粗さが約 8 倍に，表面積が約 2 倍に増

加した．また，SEM観察よりブラスト処理した試料

表面に凹凸構造が確認され，アルミナブラスト処理の

表面を粗造化する機械的作用機序が明らかになった．

SEM-EDXを用いた元素マッピングにより，ブラスト

処理した試料から金銀パラジウム合金の構成元素に

加え，アルミナの構成元素であるアルミニウムと酸素

が検出されたことから，アルミナが表面に局所的に残

存していることがわかった．さらに XPS分析により，

ブラスト処理した金銀パラジウム合金成分中の銅に

変化がみられた．ブラスト処理した試料において，銅

の 2 価が存在するときのみにみられるサテライトピ

ークが確認され，さらに銅の 2 価が存在するスペク

トルに顕著なピークがみられたことから，合金成分中

の銅が 0 価から 2 価に変化し，表面が酸化している

ことがわかった． 
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